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視機能科学科 ／ 専門基礎科目群
授業科目 

公衆衛⽣学

ディプロマポリシーとの関連性

授業の概要
公衆衛⽣学とは、ヒトの集団を対象として、疾病予防、疾病の早期回復を図ることなどにより、健康寿命を延⻑するための科学であり、
技術である。公衆衛⽣学的な考え⽅、研究⽅法、分析⼿法、応⽤⼿法などにつき学習する。

授業の目的
国際レベルや国、地域社会で⾏われている⼈々の健康を保持・増進させるための様々な組織的活動を通して公衆衛⽣学の基礎的事項を学
習する。

学習目標
1.公衆衛⽣学の各分野の基礎的事項を理解する。
2.ヒトの集団を対象に健康の⾯から評価・分析し、健康⽔準の向上のために施策を企画⽴案し、⾏動に移すための⼿法を理解する。
3.保健医療⾏政について理解する。保健医療の専門家として活動するにあたって必要な公衆衛⽣学的知識を⾝につける。

授業計画

使⽤図書

評価⽅法
期末試験

履修上の留意点

オフィスアワー・連絡先 
Ｏ棟408号 ⽯上研究室(直通電話 257-4764)
メールアドレス ishigami@nuhw.ac.jp

担当教員名
⽯上 和男

対象学年 1 対象学科 視機

開講時期 前期 必修・選択 必修

単位数 1 時間数 15

知識・理解 思考・判断 関⼼・意欲 態度 技能・表現

◎ ○ ○

回数 授業計画・学習の主題 学習⽅法・学習課題・備考 担当教員

1 公衆衛⽣学とは 講義 ⽯上 和男

2 公衆衛⽣学的研究⽅法 講義 ⽯上 和男

3 保健衛⽣統計 講義 ⽯上 和男

4 疾病予防と健康管理 講義 ⽯上 和男

5 保健医療制度と保健医療⾏政 講義 ⽯上 和男

6 国際保健 講義 ⽯上 和男

7 環境衛⽣ 講義 ⽯上 和男

8 産業衛⽣ 講義 ⽯上 和男

使⽤図書 書名 著者名 発⾏所 発⾏年 価格 その他

教科書

参考書 シンプル公衆衛⽣学2014 久道茂、鈴⽊庄亮 南江堂 2,400円＋税 毎年改訂

その他の資料


